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１．はじめに

VRによる工場見学のメリット

・現地に行かなくとも仮想空間で疑似体験ができる

・人間が入れないような空間（機械の内部やベルトコンベアに

運ばれる演出など）に入ることができる

・企業秘密など立ち入らせたくないエリアを見せずにすむ

・アテンドの負担軽減

・生産タイミングなど考慮せずにいつでも見学が可能
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２．これまでのVR映像の視聴方法

YouTubeで公開／企業のwebサイトなどで視聴

→マウスによる視線の操作が必要になり
臨場感が味わいにくい

アプリとして公開／スマホ・タブレットで視聴

→ジャイロによる視線操作で直観的ではあるが
画面サイズの小ささで迫力に欠ける

ヘッドマウントディスプレイ（HMD）で視聴

→実際にその場にいるかのような没入感は味わえるが
HMDの装着や操作など手軽さが無い
複数人が視聴する状況ではHMDの対応だけで一苦労…
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３．新たなVR映像の視聴方法として

HMDなしでも没入感が得られる

プロジェクション360



４．プロジェクション360とは

プロジェクターにより投影面積は変わります。
RICHO 超短焦点プロジェクター PJ WXC4660を使用することで
1面130インチ(横2.8ｍ縦1.75ｍ)の動画を投影可能（2019年1月現在）

正面スクリーン 右側
スクリーン

左側
スクリーン

天井スクリーン

プロジェクター4台で正面／左右面／上面の4面に360映像を投影する技術です
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2.8m

1.75m
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https://youtu.be/NeMmR7rWa2Q

５．サンプル映像

下記URLよりサンプル映像をご覧ください

・実際の1/3のサイズでの投影サンプルです
・天井スクリーンへは投影しておりません

https://youtu.be/NeMmR7rWa2Q


６．システムの構成図および必要機器一覧

【必要機器一覧】

・再生用PC ……1台

・映像出力分配器 ……1台

・プロジェクター ……4台

360度VR映像

投影（左側）

投影（正面）

投影（右側）

投影（天井）

HDMI
分配器

Feelit360VR
マルチディスプレイシステム搭載パソコン

ブレンディング機能搭載
1動画4面分割システム

Copyright ©株式会社フィリットAll Rights Reserved.

※プロジェクターは何台でも設定可能



Copyright ©株式会社フィリットAll Rights Reserved.

７．プロジェクション360のメリット

VR体験に欠かす事が出来なかったHMD着用の必要がなくなりました

HMDを使わないことでVR映像酔いの心配が軽減
（子供から年配の方も安心）

HMDを使いまわすことによる衛生的な不安がない

HMDをかぶらないことで髪型や化粧を気にせず体験できる

HMDの操作を覚える必要がない

HMDを使わなくとも複数人同時に没入感のある体験が可能

展示会・ショールーム・会議室などでの活用を想定しております
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８：測域センサーを使用したプロジェクター投影映像のタッチパネル化

プロジェクターとセンサーを使い、壁面投影した映像をタッチパネル化します。

本システムでは１台のPCと１台のセンサーで広域の映像をカバーすることができます。
映像の作りこみで、よりインタラクティブなコンテンツにすることも可能です。
※但しこの場合のプロジェクター投影は、横一列とすることをお薦めします。

幅９ｍ、高さ３ｍほどの壁面に対し、PC１台、測域センサー1台、
プロジェクター３台で構築したシステム例です。（リコージャパン社様）

プロジェクター

測域センサー

※写っていませんが
ここにも１台あります

写真は測域センサーメーカーサイトより




